【02】『教員必携　外国につながる子どもの教育　Q&A・翻訳資料』刊行 by 若林,秀樹
2 HANDS next
昨年度 HANDSプロジェクト事業の一つであり、
県内小中学校の外国人児童生徒教育拠点校担当
者による研究組織「外国人児童生徒支援会議」の
成果でもある、『教員必携　外国につながる子ども
の教育　Q&A・翻訳資料』が、震災による影響な
どのため予定より半月遅れで刊行にたどり着きまし
た。学校現場での年度初めの受入準備には間に合
いませんでしたが、各市教育委員会のご協力により、
4月中に県内の全小中学校に１部ずつ配布すること
が出来ました。本書の作成にあたって、「外国人児
童生徒支援会議」にご出席いただき貴重なご意見
をいただいた拠点校担当教員の皆様、「教員必携
　外国につながる子どもの教育　Q&A・翻訳資料
　作成委員会」に自らご参加いただき、編集会議
にご出席いただいた皆様、支援会議や作成委員会
の運営にご理解とご協力をいただいた、拠点校学
校長の皆様や各市教育委員会の皆様に、ここで改
めてお礼を申し上げます。
HANDSnext 前号でもご紹介したとおり、本書
の内容は大きく二部構成となっています。前半は、
年間行事に沿った《Q&A》形式による問題解決、
キーワードを解説する《ワンポイント学習》、視覚
的に子どもに指示するための《視覚資料》をはじ
め、保護者や教員の《体験談》や《コラム》を設け、
外国につながる子どもの教育に関する読み物として
利用できるよう工夫しました。後半の《翻訳資料》は、
学校生活において使用頻度の高い 41項目を厳選
し、ポルトガル語とスペイン語による保護者への通
知文を収録しました。従来の翻訳文書のような直
訳ではなく、外国につながる保護者に重要なことの
みを的確に伝えると同時に、外国語が分からない
教員でもそのまま利用できるように工夫しました。
本書は、外
国 人 児 童 生
徒 教 育 拠 点
校 担 当 教 員
で組織される
HANDS プ ロ
ジェクト「外国
人児童生徒支
援会議」での
協議内容を大き
く取り入れたの
もですが、最も
大切な利用者と考えているのは外国人児童生徒担
当教員のいない学校、いわゆる“ 非拠点校 ”の教
員です。「外国につながる子どもを担当することに
なったが支援の仕方が分からない」「誰に相談す
ればよいのか分からない」といった学級担任や教
科担当者が本書を片手に乗り切ってほしいと願っ
て作成しました。また、個々の現状に即した具体
的な支援に関する疑問や本書の使い方などについ
ては、HANDSプロジェクトの運営する『だいじょ
うぶ net.』に問い合わせて相談していただける体
制を整えました。
現在、『だいじょうぶ net.』を通して本書につい
ての問い合わせが全国から寄せられています。部
数に限りはありますが、必要とする方々には送料
のみでの配布も行っています。
HANDSプロジェクト『だいじょうぶnet.』
http://www.djb.utsunomiya-u.ac.jp/
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